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 平成 27年４月 30日 

 

各   位    

会 社 名 株式会社システムソフト       

代表者名 代表取締役社長    吉 尾 春 樹 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード ７５２７）      

問合せ先 取締役執行役員管理本部長 緒 方 友 一 

ＴＥＬ  ０９２－７３２－１５１５      

 

 

「内部統制システムの整備に関する基本方針」の一部改定に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27年４月 30日開催の取締役会において、「内部統制システムの整備に関する基本方針」

を一部改定することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記  

 

内部統制システムの整備に関する基本方針（平成 27年５月１日改定） 

 

１．当社および当社子会社の取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを

確保するための体制 

（１）コンプライアンス体制の強化を企図して、当社においては複数の社外取締役および社外

監査役を選任するとともに、取締役会規程・業務分掌規程・職務権限規程等を制定し、当

該規程等に準拠した取締役の職務執行がなされ、取締役間における相互牽制システムが有

効に働く体制の構築を期しております。 

（２）コンプライアンス規程を制定し、体系的なコンプライアンス体制を整えております。 

  （３）経営理念・経営方針を受けて、従業員が遵守すべき行動指針をコンプライアンス・マニ

ュアルにまとめ、従業員に対してその周知を図っております。 

  （４）階層別に必要なコンプライアンス研修を実施いたします。 

  （５）各部署にコンプライアンス推進担当者を配置し、経営会議の下に、コンプライアンス推

進担当者らを構成メンバーとするコンプライアンス委員会を設置し、従業員全員にコンプ

ライアンス意識の浸透を図ります。 

  （６）公益通報者保護法の施行を受けて、内部通報制度（コンプライアンス・ヘルプライン）

を整備し、従業員に対してその周知を図っております。 

  （７）内部監査室において、各部門の業務プロセスをモニタリングし、不正の発見・防止とプ

ロセスの改善に努めております。 

  （８）コンプライアンスに関する取組状況を、顧客・取引先・従業員・株主・投資家・地域社

会その他当社を取り巻く様々なステイクホルダーに積極的に開示いたします。 
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２．当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

    稟議規程・文書管理規程・個人情報保護規程を制定し、株主総会議事録・取締役会議事録・

経営会議議事録・稟議書・計算書類・法定書類、その他文書管理規程に定める文書を、関連

資料とともに保存しております。 

 

３．当社および当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

（１）経営、業務執行における一切の不確実性を有する事象で、「直接または間接に経済的損失

が発生する可能性」、「事業の継続を中断または停止させる可能性」、「信用を毀損しブラン

ドイメージを失墜させる可能性」などに対して、リスク管理体制の基礎としてリスク管理

規程を制定し、主要なリスクに関する管理責任者を定めて、当該規程に依拠したリスク管

理体制を整えております。 

  （２）リスク管理のうち、特に危機、緊急事態等の不測の事態が発生した場合に備えて、危機

（緊急事態）管理規程を制定し、社長を最高責任者とする緊急時対策本部を設置し、損害

の拡大防止、危機（緊急事態）の収束に向けて社内外からのノウハウや協力を得て、継続

的に適切かつ迅速な措置を実施するための体制を整えております。 

 

４．当社および当社子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

    取締役は取締役会規程・業務分掌規程・職務権限規程等に依拠して職務を執行するととも

に、効率的・合理的な経営計画および事業計画を策定・推進するために経営会議等を活用し、

全社的な業務の効率化を実現する体制を整えております。 

 

５．当社ならびに親会社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体

制 

（１）子会社を含めた内部統制システムを構築し、グループ全体におけるコンプライアンス体

制、企業集団内部統制の強化を推進いたします。 

  （２）グループ会社の取締役、執行役員が参加する経営会議を定期的に開催し、重要事項の決

定と情報の共有を図ってまいります。 

  （３）公益通報者保護法の施行を受け、グループ会社からの内部通報を受け付けてグループ全

体で自浄作用を発揮いたします。 

 

６．当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に

関する事項ならびに当該使用人の取締役からの独立性に関する事項および当該使用人に対す

る指示の実効性の確保に関する事項 

（１）内部監査室および管理本部所属の従業員が監査役の指示を受け監査事項に必要な事項を 

行うことで対応しており、当該使用人は監査役の補助業務に関し監査役の指揮命令下に置

くものとします。なお、監査役補助を兼任する使用人は、監査役の職務を優先するものと

します。 

（２）内部監査室は、組織上、代表取締役社長の直轄下に設置され、その人事に関しては他の

取締役および部門等から独立しております。また、内部監査室は、監査計画を独自に設定

して、代表取締役社長の承認後に監査実務を執行し、監査報告書等を直接、代表取締役社

長および監査役に提出しております。 
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７．当社および当社子会社の取締役および使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査

役への報告に関する体制、報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確

保するための体制 

（１）定期的に開催される定時取締役会には、監査役も出席して、報告・審議・決裁事項等を

取締役と共有しております。また、経営会議等の会議についても、監査役がその必要性を

認めた場合に出席しております。 

  （２）内部監査室が監査により知り得た重要な情報や内部監査報告書も、確実に監査役に報告

される体制を整えております。 

  （３）取締役および使用人は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実があることを発見し

たときは、直ちに監査役に報告することとします。 

  （４）監査役に報告を行った者が、当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けな

いこととしております。 

 

８．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

  （１）会社法に則り規程・監査手順を整備しております。 

  （２）将来を見据えて実効的な監査を行うための体制を構築しております。 

    ・代表取締役との間に定期不定期を問わず会合を持つための体制を構築しております。 

    ・業務執行者等と積極的な意思疎通を図り、情報収集および監査役監査の環境整備に努め

ております。 

    ・内部監査室および会計監査人との連携を図るための体制を構築しております。 

  （３）監査役の職務の執行について生ずる費用等の前払いまたは償還等の請求があった場合に

は、当該請求に係る費用が監査役の職務の執行に必要でないと明らかに認められる場合

を除き、所定の手続きに従いこれに応じるものとします。 

 

９．財務報告の信頼性を確保するための体制 

    財務報告の信頼性と適正性を確保するため、金融商品取引法等の定めに従い、財務報告に 

係る内部統制システムを構築し、その有効性を継続的に評価するとともに、必要な是正を行

う体制を整備し運用しております。 

 

 10．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方およびその整備状況 

  （１）反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方 

     コンプライアンス規程およびコンプライアンス・マニュアルにおいて、「反社会的勢力あ

るいはその関係者および関係団体とは、一切の関係を遮断するとともに、これらの活動を

助長するような行為は一切行わない」旨を定め、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反

社会的勢力に対しては、毅然とした態度で対応し、反社会的行為に加担しないことを基本

方針としております。 

  （２）反社会的勢力排除に向けた整備状況 

     上記の方針を定めたコンプライアンス規程およびコンプライアンス・マニュアルを従業

員から常時閲覧可能な状態にし、周知徹底を図っております。 

     また、管理本部を対応統括部署として、管轄警察署などと連携して情報収集を行い、各

事業部門の相談窓口になるとともに、万一問題が発生した場合には顧問弁護士および警察

等の専門家に相談し、適切な対応がとれる体制を整備しております。 

以 上  


